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① 雇用情勢（京都府内の有効求人倍率）
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有効求人倍率 過去30年間の推移（京都府・全国）

京都府

全国平均

最近の最大値
R1年6月,7月
1.63倍

最近の最小値
H21年8月
0.48倍

R2年12月
0.97倍

R7年 6月
京都府 1.28倍
全 国 1.22倍

H20年9月～
リーマンショック

H23年3月
東日本大震災

R2年2月
コロナウィルス

H18年7月
1.05倍

H10年12月,H11年4,5月
0.40倍

・過去30年間において、コロナ期を除き、10年以上1,0を超えている状況

資料出所：京都労働局 京都府内の雇用失業情勢
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全産業 製造業 非製造業

① 雇用情勢（雇用人員判断）

資料出所：日本銀行京都支店 企業短期経済観測調査結果（京都府・滋賀県）

・雇用人員判断、２０２０年１２月から「不足」の状況が続いている。
・製造業より、非製造業の方が「不足」している。
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資料出所：京都労働局 令和7年3月新規学校卒業者の就職状況

・令和７年３月卒学生の就職内定率は、
大学生 ９６．６％、短大生 ９２．７％、新規高等学校卒業生 ９７．１％

② 学生の就職状況（京都府内 大学・短大卒業者・高校生の就職内定率）
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③ 中小企業の課題

資料出所：中小企業庁 2024年版 中小企業白書

・人材の確保と人材の育成が約６０％で、資金の確保や商品開発より上位にある。
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特にない

中小企業における最も優先度が高い経営課題
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採用活動を行っても応募が少ない
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最低賃金上昇や賃金見直しにより人件費負担が増加している

採用後の定着率が低い

長期的な雇用計画の策定が難しい

需要や売上が回復せず、雇用維持に不安がある

需要の増加や急回復に人材確保が追いつかない

時間外労働の上限規制への対応が遅れている

副業人材や雇用シェアなどを活用したいがノウハウがない

その他

中小企業における雇用・人材確保における課題

③ 中小企業の課題（雇用・人材確保における課題）

資料出所：京都商工会議所 第210回経営経済動向調査 【2024年12月】

・求職者とのマッチング機会や賃金の見直しが上位にある。



8.5% 22.4% 0.8% 68.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中小企業におけるインターンシップの実施状況

オンラインと対面の両方で実施したことがある

対面のみ実施したことがある

オンラインのみ実施したことがある

実施したことがない

・インターンシップを実施したことがない、中小企業が６８．３％
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③ 中小企業の課題（雇用・人材確保における課題）

資料出所：中小企業庁 2024年版 中小企業白書



中小企業の人材確保・定着に向けた
京都府の取組及び支援実績
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❶
相談

人材・企業双方に対するシームレスな支援

人 材 企 業

❷
研修
ｾﾐﾅｰ 不本意非正規解消

リカレント・リスキリング
賃金格差解消

人材確保・定着、多様な働き方

❸
ﾏｯﾁ
ﾝｸﾞ 京都ジョブパーク

京都府生涯現役
ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｾﾝﾀｰ

『京都お仕事相談窓口』
求職者・企業からの相談を適切な支援機関に繋げ
るため窓口を一元化【R6.５月設置】

○ 仕事の悩み ⇒ 京都ジョブパーク
○ キャリア関係 ⇒ 京都府クリエイティブセンター
○ 企業からの相談 ⇒ 京都企業人材確保センター

求職・スキルアップ等 就労環境改善

求職者 ・ 転職希望者 求人情報

京都企業人材確保センター

⇒ 企業からの人材確保に関する悩み
を集約

⇒ 各施設の役割を明確化、丁寧な
マッチングを実施
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【R6.５月設置】



○人材確保・定着支援員による企業開拓

より多くの支援企業や正規雇用の求人開拓のため、戦略的、機動的に企業訪問を

行う支援員を配置し、人材の確保や定着に関する状況を企業から聞き取り、専門

支援員の派遣や補助金の活用など、必要な支援に繋げる。

〇様々な企業の課題を専門支援員により解決

外国人労働者の就労環境改善の支援、学生の府内企業への就職を支援及び就業規則等の変更、

テレワークの導入など企業の課題に対してサポートする専門支援員を配置

【令和6年度 専門支援員派遣回数 169回】

〇職場環境改善に向けた強化

京都企業人材確保センターがある京都テルサに本庁の企業支援部門も集約し、多様な正規雇用制度やテレワーク

制度の導入など、職場環境改善に係る支援をハイブリッドで実施

〇企業向けセミナーの開催

経営者や人材担当者を対象に、採用力の向上、テレワークの推進、働きやすい職場環境

及び外国人雇用などをテーマとしたセミナーを開催。

【令和6年度 セミナー受講者数 1,175人】

京都企業人材確保センターの設置と取組

人手不足が著しい中、人材確保・定着に係る企業支援の強化を目的として、京都企業の就労環
境改善による企業の魅力向上から求職者とのマッチングまで、一気通貫で支援を行う「京都企
業人材確保センター」を令和6年5月10日に開設

センターの狙い
・より幅広く支援企業の開拓を実施すること
・企業の課題に対してより深い支援を実施すること
・「人材確保と職場環境改善は車の両輪」として、多様な働き方の推進に向けた取組を強化すること
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令和5年度 令和6年度

訪問企業数 5,216社 6,024社

人材確保数 5,266人 7,434人



求職者とのマッチング

子育てにやさしい職場は、誰にとっても働きやすい、魅力的な職場

子育てにやさしい職場づくり ⇒ 企業価値の高まり ⇒ 多様な働き方と人材確保・定着の好循環

○子育て企業サポートチームが、企業を直接訪問することにより、2,885社（令和７年３月末時点）が

「子育て環境日本一に向けた職場づくり行動宣言」を実施。

○多様な働き方推進事業費補助金や専門家派遣などの支援制度により、「行動宣言」の実践を支援。

【令和6年度 補助金支援企業数 95社】

働きやすい職場環境の推進

京都企業人材確保センター支援企業と求職者とのマッチングイベントの開催

令和6年度 マッチングイベントの開催状況

10

延べ出展企業数 延べ参加者数

京都ジョブ博2024（学生対象） 149社 1,174人

京都ジョブフェア（一般対象） 146社 450人

春から働く！就職面接会（就活生対象） 40社 41人

お仕事体験型 企業研究会（低回生対象） 36社 42人

合 計 371社 1,707人

マッチングイベントに出展した企業のうち、約100社が人材を確保



学生の採用に向けたインターンシップ等の推進

インターンシップの推進により、学生に府内企業の魅力を発信

〇就活準備フェアの開催
オープンカンパニー・インターンシップ等の職場体験を希望する低回生を対象に、中小企業との

出会いの場として、就活準備フェアを開催
【令和6年度 開催回数 4回、出展企業数 184社、参加者数 1,020人】

〇安心安全就職トライアル事業
子育てにやさしい職場づくり宣言実践企業での中長期・有給の職場体験（就職トライアル）を

普及するため、中小企業への伴走支援や学生への給与支給負担の軽減・研修等の支援を実施
【令和6年度 実施企業43社、参加学生 102人】

〇京都理系学生×京都産業未来ひとづくりプロジェクト
理系学生に対し、京都産業の中心であるものづくりや情報通信産業等の分野におけるSTEAMの魅力・やりがいを

伝える活動を産学官労連携により展開し、ものづくりをはじめとする次世代理系人材の活躍を後押し
【令和6年度 理系学生と企業との交流会 15回開催 参加企業数 44社、参加学生数 330人】

上記により、京都ジョブパーク学生就職センター 令和6年度インターンシップ参加学生数 延べ1,955人

正規雇用に向けた支援

不本意ながら非正規雇用者の正規雇用に向けた支援

〇就業・育成一貫支援プログラム

正規雇用を希望する若年者及び就職氷河期世代の求職者と企業とのマッチングによる就職後、基礎知識を習得す
る集団訓練の受講と、就職先企業でのＯＪＴを組み合わせることで、働きながら専門スキルの習得を図る。

【令和6年度 正社員就職者数 １１４名】
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在職者のスキルアップ支援による定着の促進

〇京都府生涯現役クリエイティブセンター

若手社員向けコミュニケーションやレジリエンススキルの向上、ビジネスマンが身に付けるべき

DXに関する知識やスキル「DXリテラシー標準」の学習から、ＩＴパスポートの取得を目指す研修

等を開催 【令和6年度 リカレント研修受講者数 13,890人】

〇府立高等技術専門校の在職者訓練

技術革新の進展に伴う技術の高度化と質的変化に対処するため、機械設計、３Ｄ建築デザイン、

ＣＡＤの基本操作及び生成ＡＩなど、在職者の技術、技能習得・向上を支援

【令和６年度 講座数 49コース、受講者数 434人】

〇地域活性化雇用創造プロジェクト

「産業リーディングゾーン」などによって創出される次代の京都産業を支えるため、経済団体や大学

等と連携し、企業・事業主向け支援、求職者・労働者向け支援、就職促進支援の三位一体となった人

材確保・育成・定着支援を実施。 【令和６年度実績】※新規採用含む
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生涯現役クリエイティブセンターの研修や府立高等技術専門校の在職者訓練等により、
在職者のスキルアップ、特にデジタル人材の育成を推進し、従業員の定着を図る

事 業 名 良質雇用

マーケット創造クリエイティブ人材育成事業 292人

デジタルリテラシー人材育成・確保事業 465人

合 計 757人


